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新型コロナウイルス感染症の影響下における老年看護学実習の
代替学内実習での学生の学び
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１）新見公立大学健康科学部看護学科

（2021年12月1日受付、12月22日受理）

I 緒言

令和2年新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、
文部科学省は「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う医
療関係職種等の各学校、養成所及び養成施設等の対応につ
いて１）」を厚生労働省とともに発出した。「実習に代えて
演習または学内実習等を実施することにより、必要な知識
及び技能を修得することとして差し支えない」という事務
連絡であった。日本看護系大学協議会の調査においても、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う影響を受け、
なかでも老年看護学領域では臨地での実習を中止した大
学が多いことが報告されている２）。A大学においても、従
来は認知症対応型共同生活介護（以下、グループホームと
する）にて行っていた老年看護実習について、2020年４月
より代替の学内実習への全面的な切り替えを余儀なくさ
れた。

A大学の老年看護学領域では、学生の実習の学びの評価
にルーブリックを用いている。ルーブリックとは、ある学
習課題について、いくつかの評価観点（到達度）と、それ
らを評価する尺度を設定したうえで、それぞれの評価基準
が示されるマトリックス形式の評価ツールである。老年看
護学では９つP（Person、Problem、Place、Process、
Purpose、Perspective、Professionalism、Person-in-
environment、Progress）と「学習者として」の10の視点に
基づいて、学生に実習終了時に自己評価を求めている。新

型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の老年看護
学実習で学生は、グループホームという高齢者ケアの現場
において実際に認知症等がある高齢者とかかわることで、
高齢者の理解、高齢者とのコミュニケーションや日常生活
援助といった実践能力、介護保険制度も含めた生活の場と
してのグループホームの役割などについて学ぶことがで
きていた。特に、専門職の援助過程（Process）では認知機
能低下によって生じるコミュニケーション障害や不安に
配慮した対応や利用者の生活の質に関わる多面的な支援
について、看護の役割と機能（Professionalism）では老年
期の特徴を踏まえたアセスメントやその人らしさを理解
したケアの実践について学びを得ていることを確認して
きた３）４）。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による臨地実習
の内容の変更に伴って、看護学生の学びの状況に変化が生
じていることが報告されている２）。また、様々な実践報告
５−９）も散見され、各大学で限られた資源を活用しながら教
育方法の工夫を試行錯誤していることがうかがえる。そこ
で、本研究では、新型コロナウイルス感染症の影響下にお
ける老年看護学実習の代替学内実習におけるA大学の学
生の学びの内容を明らかにすることを目的とする。

Ⅱ A大学看護学科　老年看護学実習の概要

A大学看護学科では、老年看護学の臨地実習４単位のう
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、従来、認知症対応型共同生活介護でおこなっていた老年看護
学実習は、学内での代替実習への全面的な変更を余儀なくされた。学内の学習資源を活用して計画した代替学
内実習における学生の学びを明らかにすることを目的として、2020年度後期より2021年度前期にかけて学内実
習にて老年看護学実習を行った学生のうち、本研究への協力に同意が得られた学生が提出した総括記録の記載
内容を分析対象とした。テキストマイニングの手法を用いて、頻出語、共起ネットワーク、階層的クラスター
分析をおこなった。総抽出語数54,581語であった。階層的クラスター分析では、8つのクラスターが抽出され、
「老年看護の対象理解を中心とした学び」「高齢者支援の方法や場に関する学び」「幅広い視点からとらえる
老年看護の学び」の3つの視点で学生の学びを確認することができた。感染状況と実習施設の状況を踏まえて、
実習施設との協力・連携により、学習環境の整備を行うことが今後の重要な課題である。
（キーワード）老年看護学実習、代替学内実習、学び、テキストマイニング
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ち、2単位をグループホームにて受け持ち高齢者をもたな
い形態の実習を、あと２単位は地域高齢者を対象とした介
護予防活動の実習を行っている。

本研究は前者の実習の代替学内実習についての報告で
ある。実習目的・目標を以下に示す。
１．実習目的

老年看護の対象者としての高齢者を、総合的・多角的な
視点で理解する。高齢者自身の人権を尊重し、高齢者及び
その家族を含めた人々への心からの関心を寄せ、生活の質
を高め、生きる力を支える看護が展開できる能力と態度を
養う。
２．実習目標
１）高齢者を身体的、精神的、社会的にその人として理解

する。（person）
２）高齢者の健康と生活に関わる問題について、総合的に

理解する。（problem）
３）高齢者の生活の場を理解する。（place）
４）高齢者の健康問題と生活機能に視点をおいた専門職の

援助過程を理解する。（process）
５）高齢者のQOLとそのゴールを理解する。（purpose）
６）高齢者をライフコースの延長線上の生活者として理解

する。（perspective）
７）高齢者の諸問題に関わる他の専門職を知り、看護の役

割と機能を理解する。（professionalism）
８）高齢者とその人を取り巻く歴史的、伝統的、文化的な

環境を理解する。（person-in-environment）
９）学習の成果と今後の課題を明確にする。（progress）
３．実習方法：グループホームのユニットごとに4名の学
生を配置し、学生はスタッフの提供する援助への参加や利
用者とのコミュニケーションを中心として実習する。

Ⅲ A大学看護学科　老年看護学実習の代替学内実習の

概要

代替学内実習の目的・目標は、従来の老年看護学実習と
同様の内容を掲げておこなった。

実習の内容とスケジュールの例を表1に示した。
１．1週め

第1日は、実習オリエンテーションののち、学生に既習の
実習や個人的な体験での認知症高齢者または高齢者への
看護・ケアの経験についての振り返りを促した。語られた
内容を学生とともにルーブリックと照合し、学生個々のレ
ディネスの確認をおこなった。午後は、看護師国家試験の
老年看護学領域の過去問題から40問程度出題し、不正解の
問題について学生が分担して作成した解説を学生と教員
で共有し、必要に応じて教員から補足説明した。「課題テ
スト」と称して、実習期間中に既習知識の確認をすること
は実習前に周知している。「課題テスト」は、看護師国家
試験老年看護学の全範囲を4回に分けて、1週めの第3日、2
週めの第3、第4日にも同様の方法でおこなった。「課題テ
スト」は従来の臨地実習でも導入していた。

第2日は、「ユマニチュード学習」として、午前中は課題
図書「ユマニチュード入門」10）で個人学習をおこなった。課
題図書以外にもユマニチュードに関する書籍、雑誌を用意
し、個人の読書ペースに合わせて学習した。全員が課題図
書を読み終えたところで、DVD「ユマニチュード」を鑑賞
し、学びや気づき、感想などを共有するディスカッション
の時間を設けた。従来の臨地実習では、週1回の学内演習日
に書籍を読み、1週目の第5日にDVD鑑賞をおこなってい
た。

第3日は、認知症高齢者と家族の理解を目的として、ドキ
ュメンタリー映像の鑑賞を新たに計画した。実習時期によ
り「毎日がアルツハイマー」または「ぼけますから、よろ
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表１．2020年度 老年看護学実習 学内代替演習の計画表
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しくお願いします。」を使用した。いずれも、認知症の女
性高齢者の娘によって撮影されたドキュメンタリーであ
る。鑑賞後、学びや気づき、感想などを共有するディスカ
ッションの時間を設けた。

第4日は、実習開始前に学生にリハビリパンツを配布し、
週末等を利用しておこなった着用体験の感想や気づきな
どをKJ法を用いてまとめるグループワークを新たに計画
した。事前の体験学習は、素肌に着用することを共通の体
験とし、それ以外は学生の企画に任せた。リハビリパンツ
を着用して、一昼夜過ごす者、買い物など屋外に出かけて
みる者、リハビリパンツへの排泄（排尿）を試みる者など、
学生の体験内容はさまざまであった。KJ法でまとめられた
成果図を発表し、学びや気づき、感想などを共有するディ
スカッションの時間を設けた。午後には、事前課題である
「老年看護に関する文献検索」の結果として、学生が提出
した研究論文の抄読をおこなった。従来の臨地実習でも同
様の学内演習をおこなっていた。テーマの選択は個々の学
生に任せており、学生が関心をもった多岐にわたるテーマ
の論文が提出される。文献抄読の時間には、1回2～3人の学
生が選択した論文を取り扱い、2週目第3日、第4日にも計画
した。

第5日は、実習1周めの学びのうち、印象に残った2つの学
びを語り合う「ナラティブミーティング」をおこなった。事
前に準備する記録用紙を含めて、従前と同様の方法でおこ
なった。ミーティング終了後、他の学生の学びを聞いた感
想を記録し提出するまでが課題である。
２．2週め

第1日、2日には、紙上事例を用いて、看護過程と同様の
思考過程で課題に関する援助計画を立案し、ロールプレイ
で実践発表するグループワークを新たに計画した。教員が
作成した紙上事例は、グループホームで生活を始めて1週
間が経過した90歳代の女性高齢者Aさんで、清潔、食事、排
泄、徘徊・転倒予防のケアに関する、グループごとに異な
る課題に学生4名1組で取り組む。グループワークに入る前
に、紙上事例を読んで、学生個々に「気になる情報（Aさ
んの強み、不足している情報など）」「支援が必要な事柄
と支援の方向性」「具体的な支援内容」をA４版1枚の所定
の用紙に整理し、それを持ち寄ってグループメンバーで検
討した。第2日のロールプレイを用いた発表に向けて、第1
日はプレゼンテーションの準備やロールプレイの練習ま
でをおこなった。第2日はグループで立案した援助計画に
ついて説明し、援助場面をロールプレイを用いて発表し
た。その後、NHKドキュメンタリー番組「プロフェッショ
ナル　仕事の流儀」のDVD「介護福祉士 和田行男の仕事
闘う介護、覚悟の現場」（2012年6月放送）のDVDを鑑賞
した。「普通の暮らし」を目指して試行錯誤しながらグル
ープホームでの認知症高齢者の生活を支援する和田氏の
ドキュメンタリー映像である。DVD鑑賞のあと、学びや気

づき、感想などを共有するディスカッションの時間を設け
た。

第3日、第4日は前述の「課題テスト」と文献抄読をおこ
なった。第5日は、実習最後の学びの場として、ルーブリッ
クに沿って学生がまとめた総括記録の内容を共有する「ル
ーブリックミーティング」をおこなった。事前に準備する
記録用紙を含めて、従前と同様の方法でおこなった。

Ⅳ 研究方法

１．研究対象
A大学看護学科2020年度後期より2021年度前期にかけ

て、代替学内実習にて老年看護学実習を行った学生男女合
わせて64人
２．方法

研究対象者が提出した、老年看護学実習で使用している
ルーブリックに基づき記載された総括記録のテキストデ
ータを分析対象とした。総括記録の記載内容をテキストデ
ータとして、テキストマイニングの手法を用いて分析し
た。総括記録で使用されている単語の頻度や単語間の距離
（Jaccard係数）、出現パターンを、共起ネットワークや階
層的クラスター分析により明らかにした。

分析対象とした総括記録の記載内容の文章を、計量的分
析手法（KH Coder３11）：テキストマイニングができるソフ
ト）を用いて多変量解析した。テキストマイニングとは、分
析対象のテキストデータの中で使用されている単語の回
数や品詞の種類、単語間の関係性などに注目して、統計的
手法を用いて計量的に解析を行う方法である12）。計量的分
析手法を用いる利点には、素データがデータ全体の傾向に
おける代表の度合いなどを数値指標で示すことができる
こと、データの多様性、種類、分布などのデータ探索をお
こなえることが挙げられる11）。学生の記載した実習総括記
録の膨大な記載内容の分析をおこなうにあたり、計量的分
析手法を用いてテキストマイニングで分析することは有
用であると判断した。
３．分析手順

最初に、文書の単純集計を確認し、抽出語リストで出現
回数の多い語を確認した。次に、共起ネットワーク図を作
成し、共起関係を確認した。そして、抽出語からの階層的
クラスター分析を実施し、デンドログラムをもとに、階層
的クラスター分析で出現したコードの総括記載内容の確
認を行った。KH Coder３の操作に関する設定条件は以下
のようにした。

頻出語のうち、強制抽出する語として「高齢者」「認知
症」「おむつ」を指定した。強制抽出とは、分析に利用し
たい重要な言葉が、自動抽出ではうまく1つの語として抽
出されないような場合に有効な機能11）である。上記3つの語
は「高齢」「認知」「むつ」で抽出されていた。
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共起ネットワーク
集計単位：段落、最小出現数20回、描画する共起関係
（edge）の選択はJaccard係数＝.20以上

階層的クラスター分析
集計単位：段落、最小出現数40回、方法はWard法、距
離はJaccard係数、クラスター数はAuto

４．倫理的配慮
成績判定終了後、研究責任者から対象者に、文書を用い

て本研究の目的と方法、個人情報の保護や研究参加に関す
る利益・不利益等の倫理的配慮について説明した。研究協
力に同意が得られる場合は同意書への署名を求め、同意が
困難な場合は白紙のままでの提出を求めた。説明当日、研
究対象者が当該講義室の使用を終了する予定時間を期限
として、室内に設置した回収箱にて回収した。同意書提出
後、研究対象者が同意の撤回を希望する場合は、研究者に
口頭で伝えてもらい、同意撤回書の署名を求めた。データ
は個人が特定できないように、匿名化して取り扱った。対
象者の同意の撤回への対応のため、データは連結可能匿名
化にて取り扱った。

本研究は、新見公立大学研究倫理委員会の承認を受けて
実施した（承認番号：231）。

Ⅴ 結果

研究対象者64人のうち、本研究への同意が得られた学生
は58人（90.6％）であった。

テキストマイニングの結果、文書数は1,435文、すべての
語の延べ数を示す総抽出語数（使用語数）は54,581
（21,978）、何種類の語が含まれているかを示す異なり語数
（使用語数）は2,443（2,088）であった。なお、（使用語数）
は助詞や助動詞のように、どのような文章の中にでもあら
われる一般的な語をKH Coderが認識して除外した結果、

使用されている語数を示す11）。
１．出現回数の多い語

出現回数が多かった頻出語上位100語を表2に示す。ま
た、品詞別抽出語（名詞、サ変名詞、形容動詞）のうち、多
く使用された上位20語を表3に示す。なお、強制抽出した3
つの語は「タグ」として別の品詞として抽出され、出現回
数はそれぞれ「高齢者」588、「認知症」340、「おむつ」42
であった。
２．共起ネットワーク図

総括記録の記載内容の共起ネットワーク図を図1に示
す。語と語を結ぶ線（edge）のうち、重要と見られるedge
を選んで強調して示す最小スパニング・ツリーのみを描
画した。語の出現数に応じてそれぞれの語を表す円のサイ
ズが異なり、語の出現数と円の面積が比例する11）。

描画された共起ネットワークのうち、『高齢者』を中心
に「学ぶ」「生活」「理解」「認知症」「大切」「人」「支
援」「必要」「考える」（Jaccard=.23～.38）で形成された
サブネットワークが語の種類、語の出現数ともに最大であ
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表２．総括記録から抽出された語の頻出語（上位100語）

表３．品詞別頻出語（上位20語）
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った。また、ネットワーク構造の中でどの程度中心的な役
割を果たしているかを示す「中心性」において、『高齢者』
がすべての語で最も中心性が高かった。そのほかに、『家
族』を中心に「地域」「社会」「介護」「存在」（Jaccard=.23
～.30）、『低下』を中心に「機能」「身体」「認知」「自
尊」「感情」「支える」（Jaccard=.23～.54）、『職種』を
中心に「連携」「他」「情報」「共有」「専門」（Jaccard=.22
～.55）、『意見』を中心に「積極」「グループ」「ディス
カッション」（Jaccard=.23～.33）など17のサブネットワー
クがあった。
３．階層的クラスター分析の結果

総括記録の記載内容の階層的クラスター分析によるデ
ンドログラムをもとに、各クラスターのコードを表4に示
した。８のクラスターに分類され、それぞれのクラスター

のコード数は3～14であった。
クラスター1のコードでは、「大切or人or認知症or理解or

生活or高齢者or学ぶor自分or思うor感じるor支援or必要or
ケアor行う」が出現した。記載例では「自分自身の老いに
伴う変化を、高齢者がどのように受け止めているのかを理
解することも大切だと学んだ」「実習を通して、認知症高
齢者に対する関わり方やケアの方法、本人や家族の思い、
生活の場を学ぶことができ、そのなかで、認知症高齢者を
1人の人として接し、最期までその人が望む生き方ができ
るように支援する必要があり、行っていかなければならな
いということに気が付くことができた」など、多岐にわた
っていた。

クラスター2のコードでは、「経験or今or尊重or人生or生
きる」が出現し、記載例では「高齢者がその人らしい最期
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表４．クラスター分析の結果



を迎えることができるように、その人のできる力をできる
だけ引き出し、人生に付き添うような感覚でやりたいこと
尊重し、サポートをできるような環境づくりと支援を行っ
ていくことが大切だと思った」「過去があってこそ今があ
るのだということを理解し、高齢者の今だけを見るのでは
なく生きてきたなかでの身体的、非身体的にどう変わって
きたのか、また、どう変わっていくのかを考えながらかか
わっていきたい。高齢者にとって価値観や人生観などとい
ったものは長く生きてきて身についたものであるためそ
れらを尊重したかかわりを続けていくことが重要である」
などがあった。

クラスター3のコードでは、「関わるorユマニチュードor
患者or看護or自身or課題or実習or考える」が出現し、記載例
では「ユマニチュードから、目的を明確にし、患者さんに
適したレベルでの看護を行うことで、その人にとってプラ
スのケアとなることを学んだ」「老年看護学実習を通して、
おむつを履いたり、認知症の方とユマニチュードなど関わ
りを学んで、今まで認知症の方と関わる機会が少なくて実
際きちんとコミュニケーションが取れるだろうかとか思
っていたけれど、今回学んだことを活かしながら、どこか
これからの場で良い関わりができたらいいなと思った」な
どがあった。

クラスター4のコードでは、「見るor DVD or分かるor思
いor本人or気持ちorできるor関わりor知るor対象or情報」
が出現した。記載例では、「個人的文化を知っておくこと
で、対象者とのコミュニケーションの話題になると分かっ
たので、本人や家族から積極的に聞く必要性を学んだ。個
人的文化を理解したうえで、実際に関わることはできなか
ったので課題が残る」「終末期の延命治療や看取りの場を
決める際に、家族側は不安であるし、本人の気持ちも考え
なければならず、容易に選択することができない。そこで、
医師や看護師だけでなく、社会福祉士、ケアマネジャー、理
学療法士など様々な職種が集まり情報共有・提供を行い、
連携を図ることが大切だということを理解した」などがあ
った。

クラスター5のコードでは、「持つor力or援助or感情or支
える」が出現し、記載例では『あなたはここにいる』とい
うことを伝え、その社会性を取り戻し『絆』に結びつけて
役割を提供することが認知症の人にとって自尊感情を支
えるということであると理解することができた」「戦争経
験があることで、私たちの死への感情と経験者の死への感
情は大きく異なり、軽々しく発してはいけない言葉である
ことを改めて学んだ」「認知症のケアは『普通の生きる姿
を支える』ことが、その人の持つ力を引き出すことにつな
がるということを理解することができた」「特にグループ
ホームにおいて、利用者が主体的に生活しており、介護す
る側は利用者の本来持っている力を引き出すように関わ
っていることを学んだ」などであった。

クラスター6のコードでは、「身体or機能or低下」が出現
し、記載例では「認知機能の低下と老いに伴い、できなく
なることが増えていくが援助する側が高齢者の持つ力を
引き出すことのできる環境を整えることで、できなかった
ことができるようになると学んだ」「老化に伴い生活機能
が低下するが、人生経験や、その人の強みは失われること
はない」などであった。

クラスター7のコードでは、「利用or施設orグループホー
ムor場」が出現し、記載例は「グループホームは、利用者
の方の住まい、生活の場であり、介護者ではなく、利用者
が主体の場である」「動画視聴により、グループホームで
暮らす高齢者にとってそこは生活の場となり、様々な人と
同じ空間を共有したり、施設によっては買い物に一緒に出
向き、食事を一緒に作るという取り組みがあり、地域とも
かかわっていることがわかり、意欲を引き出すことで役割
を果たせることも学び、高齢者の社会的な場にもなってい
ることを理解した」などがあった。

クラスター8のコードでは、「論文or存在or介護or社会or
家族or地域or役割or生きがいor環境or関係or重要」が出現
し、「身体機能、認知機能を維持する取り組みとともに高
齢者の地域社会や家族内での役割を助ける取り組みを行
うことで高齢者が自身の価値を見出すことができ、生きが
いや楽しみを持った人生を送ることができると学んだ」
「論文を読んでのディスカッションを行った際に、グルー
プのみんなが実際に認知症の家族に対し、できることはで
きるだけ妨げずに、できないことだけそれとなく助けると
いったようなかかわりをしているのを聞いて、高齢者にか
かわる家族の存在の支える力というか、存在の重要性を感
じた」「高齢者、個人の理解は深めることができたが、そ
の周囲の環境や、社会との関連を詳しく理解することがで
きなかった」

各クラスターのコード数が7個を超えるクラスターで
は、デンドログラムの左側に加わる棒グラフから、各クラ
スター頻出語を参照した。クラスター1では「高齢者」「人」
「認知症」「理解」、クラスター3では「考える」「看護」
「関わる」、クラスター4では「出来る」「見る」「知る」、
クラスター8では「家族」「地域」「介護」「役割」の出現
回数が多かった。

Ⅵ 考察

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、従来、グ
ループホームでおこなっていた老年看護学実習は、学内で
の代替実習への全面的な変更を余儀なくされた。学内の学
習資源を活用して計画した代替学内実習における学生の
学びを明らかにすることを目的として、老年看護学実習の
総括記録の記載内容をテキストデータとして、テキストマ
イニングの手法を用いて分析した。頻出語、共起ネットワ
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ーク、階層的クラスター分析の結果から、老年看護の対象
理解を中心とした学び、高齢者支援の方法や場に関する学
び、幅広い視点からとらえる老年看護の学びの3つの視点
で考察した。
１．老年看護の対象理解を中心とした学び

クラスター1では、「高齢者」「人」「認知症」「理解」が
頻出語として抽出されており、老年看護の対象である高齢
者、そして特に焦点をあてている認知症高齢者の理解を深
めていると考える。頻出語の上位の語を多数含んでおり、
代替学内実習の学びの中心であることがわかる。「必要」
「支援」「ケア」「大切」などの語が含まれており、対象
理解に基づいて、学生が老年看護において大切にしたい、
大切にすべきと考える、必要な支援・ケアをとらえる、老
年看護の理念につながる学びとなっていることが推察さ
れた。

クラスター6は、「身体」「機能」「低下」で構成され、
加齢変化や疾病による高齢者の身体機能低下を学べてい
たことがわかる。クラスター2では「人生」「経験」「尊重」
などの語で構成され、人生経験豊かな高齢者を人生の先輩
として尊重することの重要性を学びとしていることがう
かがえる。これらの学びが「対象理解」を示したクラスタ
ー1とは別の分類で抽出されており、加齢に伴う変化が起
こる高齢者の機能低下を理解するとともに、人生の先輩と
して尊重される存在であるという対象理解の視点も重要
な学びとして得られていると考える。

クラスター4では「出来る」「見る」「知る」を頻出語と
して、「DVD」という特徴的な語のほか、「本人」「気持
ち」「思い」など多くの語を含んでいた。代替学内実習で
は、認知症高齢者と家族の理解、認知症高齢者への支援方
法や支援の場としてのグループホームの理解を目的とし
たDVDの鑑賞とその後のディスカッションを実習内容と
している。臨地での実習で高齢者との関わりを体験できな
いなか、DVD鑑賞を通じて、看護の対象である高齢者の理
解、なかでも心理的側面の理解が促されていることが推察
できた。教材としてドキュメンタリー映像を選択している
こともその効果を高めていると思われる。

以上、4つのクラスターによって、老年看護の対象理解を
中心とした学びを確認できた。代替学内実習で新たに取り
入れた紙上事例のグループワークは、認知症高齢者への具
体的な支援を考え、これらの学びにつながる学習内容であ
ると考える。
２．高齢者支援の方法や場に関する学び

クラスター3では「考える」「看護」「関わる」を頻出語
として、「ユマニチュード」という特徴的な語を含んでい
た。認知症高齢者へのケアの技法としてわが国に紹介され
たユマニチュードは、「人とは何か」「ケアをする人とは
何か」を問う哲学と、それにもとづく150を超える実践技術
から成り立つ10）。書籍を読み、DVDでユマニチュードの実

践の効果を目の当たりにし、感嘆の声を上げる学生も多
い。学生同士でユマニチュードのロールプレイを体験した
り、ディスカッションをおこなう中で、高齢患者への実践
ができないことが残念と語る学生も多い。高齢者への関わ
りかたの代表としてユマニチュードを学習し、臨地実習で
の看護に活かしたいと課題に考えている学生の姿勢が推
察された。

クラスター5は「持つ」「力」「感情」を頻出語して、「支
える」「援助」で構成されていた。加齢変化に伴う諸機能
の低下や認知症などの影響がありながらも、高齢者が持ち
続けている力の存在を認め、それを支え、援助に活かすこ
との重要性を示している。また、クラスター7は「場」「施
設」「利用」「グループホーム」で構成され、高齢者の生
活の場としてのグループホームに関係する学びを示して
いる。

以上、３つのクラスターによって、高齢者支援の方法や
場に関する学びを確認できた。
３．幅広い視点からとらえる老年看護の学び

クラスター8では「家族」「地域」「介護」「役割」を頻
出語として、「論文」という特徴的な語を含む多くの語で
構成されていた。このクラスターの頻出語はいずれも老年
看護との関係が深く、頻出語でも上位の語も多く含んでい
た。「論文」を含むことから、代替学内実習でおこなって
いる文献抄読を通じた多様な学びの存在を示していると
考えられた。A大学の老年看護学実習では、従来の実習形
態から文献抄読を取り入れてきた。学生には、老年看護に
関係して個人の関心のあるテーマで文献を選択するよう
指示しており、文献のテーマは多岐にわたる。実習では見
えにくい家族の課題や在宅ケアなどへの視点が広がる文
献や、高齢者ケアに必要な QOL、看取りなど、文献の抄読
を通じて学生の視野を広げ、自己の老年看護観を深めるこ
とにつながっていることが確認されている13）。クラスター
8で抽出された語は、「役割」「生きがい」など個人に関わ
るもの、「家族」「関係」「環境」「地域」「社会」など
社会的側面に関係するものまで多岐にわたっており、学生
が幅広い視点で老年看護の学びを得ていると考えられた。
４．今後の展望と課題

突然の代替学内実習への変更に伴い、学内で得られる学
習資源を工夫して計画した老年看護学実習での学生の学
びについて分析した。老年看護の対象理解を中心とした学
び、高齢者支援の方法や場に関する学び、幅広い視点から
とらえる老年看護の学びの3つの視点でまとめられる学び
が得られていることがわかった。新型コロナウイルス感染
症の影響を受けるより以前の老年看護学実習においても、
高齢者なかでも認知症をもつ高齢者の理解に関する学び
の中心に、専門職の援助過程（Process）３）や看護の役割と
機能（Professionalisｍ）４）に関する学びを確認してきた。本
研究において、代替学内実習の学びにおいても、従来の学
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外実習と同様の視点での学びが得られていることが明ら
かにできた。しかし、高齢者との直接的な関わりをもつこ
とができないという状況的な相違点がある。そのため、学
生の思考過程を促進するには、教員の意図的、教育的な関
わりが重要であり、学生間の学びの共有が不可欠と考え
る。新型コロナウイルス感染症による影響は長期化してお
り、従来の形態での臨地実習にもどることが可能か、ある
いはその時期も不明な状況である。そのため、感染状況な
どに応じて、より学習効果の高い代替学内実習を計画、指
導することが求められる。

老年看護学実習を病院から学内に変更したことで、学生
は高齢者との直接的な関わりの不足と臨地での実習未経
験の不安を抱えているという報告７）もある。また、オンラ
イン実習９）やオンラインと通常の実習を組み合わせたハイ
ブリッド型の実習14）など、コミュニケーションツールを活
用した実習方法の学習成果も報告されている。そのため、
感染状況と実習施設の状況を踏まえて、実習施設との協
力・連携により、学習環境の整備を行うことは重要な課題
である。

本研究における利益相反に関する開示事項はありませ
ん。
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